
　令和４年度北島町公共下水道事業会計の事業概要及び収支決算について、次のとおり報告します。

本町の公共下水道事業は、令和元年度より地方公営企業法を一部適用し、公営企業会計に移行することで

経営基盤の強化や経営の計画性・透明性の向上を図っています。

下水道事業収益としては、２３５,９４５,３７０円となりました。内訳として、下水道使用料などの営業

収益が、５５,１９６,６３２円、長期前受金戻入や一般会計補助金などの営業外収益が、１８０,４１０,７

９９円、特別利益が、３３７,９３９円となっています。

また、下水道事業費用としては、２２２,８１３,５７８円となりました。内訳として、流域下水道管理運

営負担金や減価償却費などの営業費用が、１９１,８７４,６９８円、企業債利息などの営業外費用が、３０,

９３８,８８０円となっています。

　この結果、総収益から総費用を差し引いた額は、１３,１３１,７９２円の純利益となりました。

以上が、令和４年度の事業概要となります。今後も下水道普及率、水洗化率の向上に努め安定した持続可

能な下水道サービスの提供に努めてまいります。
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事業概要

   （１）総括事項

旧吉野川流域下水道事業は、平成１２年度に旧吉野川流域の２市４町(徳島市、鳴門市、松茂町、北島町、

藍住町、板野町)を流域関連公共下水道とする全体計画を策定し、北島町の計画区域面積は６０６.７㏊とし

ました。

また、都市の健全な発達及び公衆衛生の向上に寄与し、あわせて公共用水域の水質保全に資するため、平

成１３年１０月に役場を中心とする周辺１００.９㏊を、公共下水道第１期計画区域と定め、事業認可を受け

整備を進めてまいりました。これまで整備を進める中で大型商業施設等の進出に伴う２度の区域変更を行

い、全体計画を６２６.７ ㏊、第１期計画区域１０５㏊に拡大し、整備を進めてまいりましたが、第１期計

画区域の整備が、概ね完了したことから、第２期計画区域としてグリーンタウン等の３１.０㏊を追加し、令

和４年４月１日に事業計画変更の認可を受けております。

　今後は、第２期計画区域の整備を進めるとともに接続率の向上を図ります。

　 （２）建設改良事業

汚水管渠築造工事は、令和３年度からの繰越し予算１７５,６３２千円と令和４年度現年執行分６８,０３

０千円にて９路線、整備延長８６５.６ｍを整備し、１６.６㏊の面整備を行いました。整備延長の累計は、

２７,４７４ｍとなっており、現在の整備面積は８６.３㏊となっております。

   （３）業務量

今年度末の整備人口は、４,１１１人で前年度と比較して１８８人（４.８％）増加となり、公共下水道普

及率は１７.５％で前年度と比較して０.８％増加しました。水洗化人口については、２,０８４人で前年度と

比較して１０６人増加し、水洗化率は５０.７％となりました。年間有収水量については、２９８,６０１㎥

で前年度から１５,３６３㎥（５.４％）の増加となりました。

   （４）財政状況



（単位:円）
計

２． 営　業　費　用
（１） 下 水 道 使 用 料 49,021,606 （１） 管渠費 3,072,928
（２） 国 庫 補 助 金 6,125,000 （２） 普及促進費 7,331,200
（３） そ の 他 営 業 収 益 50,026 （３） 総係費 28,806,911

（４） 流域下水道管理運営費負担金 46,149,502
（５） 減価償却費 106,514,157
（６） 資産減耗費 0

小　　計 55,196,632 小　　計 191,874,698
136,678,066

４． 営　業　外　費　用
（１） 受取利息及び配当金 1,166 （１） 支払利息及び企業債取扱諸費 28,898,954
（２） 国 庫 補 助 金 0 （２） 雑支出 2,039,926
（３） 他 会 計 補 助 金 148,000,000
（４） 長 期 前 受 金 戻 入 32,408,877
（５） 雑 収 益 756

小　　計 180,410,799 小　　計 30,938,880
149,471,919
12,793,853

６． 特　別　損　失
（１） 固 定 資 産 売 却 益 0 （１） 固定資産売却損 0
（２） 過 年 度 損 益 修 正 益 337,939 （２） 過年度損益修正損 0
（３） そ の 他 特 別 利 益 0 （３） その他特別損失 0

小　　計 337,939 小　　計 0
337,939

13,131,792
0

13,131,792

令和４年度　　北島町公共下水道事業損益計算書
（令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで）

収　　　　入 支　　　　出
１． 営　業　収　益

営　　業　　損　　失

前年度繰越利益剰余金
当年度未処分利益剰余金

３． 営　業　外　収　益

営　　業　　外　　利　　益
経　　常　　利　　益

５． 特　別　利　益

特　　別　　利　　益　　計
当　年　度　純　利　益



(単位：円）

１．固　定　資　産  (４)前     受     金 0
 （１）有形固定資産  (５)賞与等引当金 3,094,000

イ 土 地 0 0  (６)預     り      金 1,045,000
ロ 建 物 0  (７)その他の流動負債 0

減 価 償 却 累 計 額 0 0 223,556,343
ハ 構 築 物 4,253,257,162 ５．繰　延　収　益

減 価 償 却 累 計 額 △ 624,260,066 3,628,997,096  (１)長 期 前 受 金
ニ 機 械 及 び 装 置 149,854,078 イ 国 庫 補 助 金 1,648,432,716

減 価 償 却 累 計 額 △ 44,032,264 105,821,814 ロ 県 補 助 金 4,600,000
ホ 車 両 及 び 運 搬 具 2,027,465 ハ 流 域 整 備 繰 入 金 9,172,110

減 価 償 却 累 計 額 ４． 営　業　外　費　用△ 1,659,119 368,346 ニ 受 益 者 負 担 金 58,641,710
ヘ 工 具 器 具 及 び 備 品 1,749,501 ホ 受 贈 財 産 評 価 額 31,082,370

減 価 償 却 累 計 額 △ 738,415 1,011,086 1,751,928,906
ト 建 設 仮 勘 定 32,850,000  (２)長期前受金収益化累計額

3,769,048,342 イ 国 庫 補 助 金 △ 268,329,711
 （２）無形固定資産 ロ 県 補 助 金 △ 1,159,200

施 設 利 用 権 552,524,122 ハ 流 域 整 備 繰 入 金 △ 2,311,372
552,524,122 ニ 受 益 者 負 担 金 △ 6,474,486

4,321,572,464 ホ 受 贈 財 産 評 価 額 △ 2,862,276

２．流　動　資　産 △ 281,137,045
 （１）現 　金 　預　 金 235,097,251 1,470,791,861
 （２）未　　　収　　　金 18,464,967 3,903,700,062
 （３）前　　　払　　　金 0
 （４）その他の流動資産 0 ６．資　本　金

253,562,218  (１)自 己 資 本 金 609,123,864
4,575,134,682 609,123,864

７．剰　余　金
 (１)資 本 剰 余 金

 (１)企　　 業　 　債 2,209,351,858 0
 (２)一般会計借入金 0  (２)利 益 剰 余 金
 (３)退職給付引当金 0 イ 減 債 積 立 金 0
 (４)その他の固定負債 0 ロ 建 設 改 良 積 立 金 49,178,964

2,209,351,858 ハ 当年度未処分利益剰余金 13,131,792
４．流　動　負　債 62,310,756

 (１)一 時 借 入 金 0 62,310,756
 (２)企 　　業　　 債 99,778,393 671,434,620
 (３)未     払     金 119,638,950 4,575,134,682

令和４年度　北島町公共下水道事業貸借対照表
(令和５年３月３１日）

資　　産　　の　　部

流動負債合計

長期前受金合計

有形固定資産合計

資 本 剰 余 金 合 計

無形固定資産合計
固定資産合計

長期前受金収益化累計額合計

繰延収益合計
負　債　合　計

資　　本　　の　　部

固定負債合計
利 益 剰 余 金 合 計

剰　余　金　合　計
資　　本　　合　　計

負　債　資　本　合　計

流動資産合計
資　産　合　計 資　本　金　合　計

負　債　の　部
３．固　定　負　債


